
３
月
13
（
木
）
日
に
３
・
13
重
税
反
対
全
国

統
一
行
動
の
集
会
が
８
時
30
分
か
ら
南
越
谷
第

二
公
園
で
行
わ
れ
、
越
谷
税
務
署
ま
で
行
進
し

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
の
は
埼
玉
東
民
商
、
越
谷

土
建
、
吉
松
土
建
、
年
金
者
組
合
、
そ
の
他
団

体
の
約
１
５
０
名
。
年
金
者
組
合
か
ら
は
６
名

が
参
加
し
、
集
会
で
は
、
山
本
副
支
部
長
が
司

会
を
、
吉
田
支

部
長
が
閉
会
の

挨
拶
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

税
務
署
ま
で

の
パ
レ
ー
ド
の

途
中
で
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
除

菌
剤
を
ス
プ
レ
ー

す
る
、
ま
た
土

建
や
民
商
の
集

団
確
定
申
告
す

る
人
に
は
マ
ス

ク
を
配
布
す
る

な
ど
主
催
者
側

の
配
慮
が
目
立

ち
ま
し
た
。

こ
の
「
重
税

反
対
行
動
」
は

重
税
反
対
の
一

点
で
１
９
７
０

年
よ
り
始
ま
り

今
回
で
51

回
目
、

全
国
５
０
０
ヶ

所
以
上
で
行
わ

れ
、
毎
年
10
万

人
以
上
が
参
加

し
て
い
る
と
の

事
で
す
。

（
五
十
嵐
）

◆
重
税
反
対
統
一
行
動
が
行
な
わ
れ
た
３
月
13

日
、
午
前
中
の
全
体
行
動
と
は
別
に
午
後
、
東

部
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
年
金
者
組
合
（
三
郷
・
吉
川
・

八
潮
・
松
伏
・
越
谷
）
が
合
同
で
越
谷
税
務
署

に
「
消
費
税
率
を
５
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
」

な
ど
の
個
人
請
願
書
５
１
７
通
を
提
出
し
、
懇

談
を
行
な
い
ま
し
た
◆
午
後
２
時
か
ら
約
50
分
。

年
金
者
組
合
か
ら
は
宇
佐
美
県
委
員
長
を
は
じ

め
各
支
部
の
代
表
８
名
、
税
務
署
側
は
総
務
課

長
他
１
名
が
参
加
◆
懇
談
は
、
高
齢
者
の
生
活

の
大
変
さ
を
各
支
部
か
ら
訴
え
、
昨
年
も
お
願

い
し
た
「
税
金
に
つ
い
て
の
出
前
講
座
」
の
よ

う
な
も
の
や
っ
て
欲
し
い
と
お
願
い
。
「
や
る

こ
と
は
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
総
務

課
長
の
認
識
が
示
さ
れ
、
「
内
容
・
時
期
・
会

場
・
人
数
な
ど
」
を
相
談
の
上
、
で
き
れ
ば
年

内
、
12
月
頃
ま
で
に
行
な
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

（
山
本
）

２
月
26
日
（
水
）
18
時
30
分
越
谷
駅
東
口
広
場

で
地
域
総
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
後
、
労
組
や
民
主
団
体
、
弁

護
士
さ
ん
、
政
党
の
代
表
の
方
々
ら
約
10
団
体

か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
者
は

１

７

７

名

を

超

え
ま
し
た
。

年

金

者

組

合

か

ら

は

吉

田

支

部

長

が

挨

拶

し
、

３
月
13

日
の
重

税

反

対

行

動

で

越

谷

税

務

署

に

持

っ

て

い

く

請

願

書

の

署

名

を

参

加

者

に

お

願

い
し
、
約
50

筆

の

請

願

書

の

協

力

を

い

た

だ

き

ま
し
た
。
（
五
）
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点

睛

「
家
族
農
林
漁
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」
（
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｊ
）
は
１
月
31
日
、
参
院
議

員
会
館
で
集
会
と
記
者
会
見
を
行
い
、
日
本
の

農
林
漁
業
政
策
の
転
換
を
め
ざ
す
「
提
言
」
を

発
表
し
ま
し
た
（
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｊ
と
は
２
０
１
９
年

６
月
設
立
。
国
連
「
家
族
農
業
の
10
年
」
の
趣

旨
に
賛
同
し
農
政
の
政
策
転
換
を
求
め
る
、
農

民
連
な
ど
の
農
業
・
漁
業
・
林
業
団
体
や
消
費

者
団
体
、
研
究
者
、
市
民
で
構
成
）
。

政
府
が
３
月
に
決
定
す
る
第
５
回
目
の
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
に
提
言
の
内
容

を
反
映
す
る
よ
う
農
水
省
に
求
め
ま
し
た
。

「
提
言
」
は
家
族
経
営
の
農
林
漁
業
が
果
た

す
役
割
を
再
評
価
し
、
基
本
計
画
に
家
族
農
林

漁
業
へ
の
支
援
を
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
や

気
候
変
動
、
災
害
の
増
加
、
生
物
多
様
性
の
破

壊
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
農
林

漁
業
お
よ
び
流
通
・
消
費
の
あ
り
方
を
根
本
的

に
見
直
し
、
持
続
可
能
性
を
高
め
る
措
置
を
拡

充
・
強
化
す
る
こ
と
を
も
と
め
て
い
ま
す
。

日
本
は
今
や
、
農
業
者
や
農
地
の
減
少
、
食

料
自
給
率
が
低
下
、
国
民
の
生
存
基
盤
が
脅
か

さ
れ
、
社
会
の
持
続
可
能
性
が
土
台
か
ら
崩
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
も
頻
発
し
、
農
業

と
農
山
村
の
再
生
は
、
国
民
的
な
重
要
課
題
で

す
。政

府
は
「
競
争
力
強
化
」
の
名
の
も
と
に
大

規
模
化
・
効
率
化
一
辺
倒
、
家
族
経
営
と
地
域

農
業
を
守
っ
て
き
た
農
地
や
農
協
制
度
の
解
体

や
種
子
法
の
改
悪
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定

な
ど
空
前
の
輸
入
自
由
化
を
次
々
に
強
行
。
米

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
追
従
し
、
日
本
農
業
を
一

方
的
に
売
り
渡
し
、
際
限
の
な
い
自
由
化
が
必

至
で
す
。

農
業
、
漁
業
、
林
業
を
基
幹
産
業
に
し
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
地
域
で
ま
か
な
い
、
地
産
地

消
の
仕
組
み
を
作
れ
ば
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
と
野
党
の
共
同
を
発

展
さ
せ
、
新
し
い
政
権
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

（
川
原
）

年
金
者
組
合
も
参
加

『
３
・
13
重
税
反
対

全
国
統
一
行
動
』

午
後
は
越
谷
税
務
署
と
懇
談

３月３０日（月）に予定しておりました越谷支部の花見＆誕生会は
新型コロナウィルスのため残念ながら「中止」することなりました

新
し
い
政
権
、
野
党
連
合
政
権
は

農
業
、
漁
業
、
林
業
を

基
幹
産
業
に

２０２０年

２６２号
３月１８日（水）

越
谷
駅
東
口
広
場
で地

域
総
行
動

越
谷
税
務
署
へ
要
請
行
動


